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　日頃より、千葉都市計画事業検見川・稲毛地区土地区画整理事業にご理解、ご協力をいただき誠にありがとうございます。
　事業の早期完成に向け検討を進めてきた『検見川稲毛地区再整備計画』を事業計画として取りまとめ、国土交通省からの
認可を受け、事業計画（第９回変更）を定めました。
　事業計画（第９回変更）を基に早期完成に向け事業を推進してまいりますので、引き続きご理解とご協力をお願いいたします。

事業の進捗について

　令和３年度は地区南側の区画道路６５号線及び
地区北側の区画道路３２・３３・３５号線の整備
を行いました。
　令和４年度は引続き地区北側の区画道路３４・
３５号線の整備及び仮設道路の整備を進めており
ます。
　令和５年度の予定としては、事業計画変更認可
を受け無線送信所周辺の整備を進めてまいります。

令和３年度整備の状況
区画道路６５号線 区画道路３２号線等

事業費 16,230百万円/22,690百万円 71.5％
建物移転 237戸/370戸 64.1％

13,596ｍ/23,491ｍ 57.9％道路整備

(令和３年度末時点)
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建物移転
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事業計画（第８回変更）ベース

事業計画（第９回変更）ベース
16,230百万円/24,990百万円 64.9％
237戸/371戸 63.9％
13,596ｍ/23,677ｍ 57.4％

至　新検見川駅



今後の整備予定について(令和６年度まで)

事業に関するご意見・ご質問等は、検見川稲毛土地区画整理事務所にお寄せください。
問い合わせ先　住　所：千葉市稲毛区稲毛町５丁目２６４－５
　　　　　　　電　話：０４３－２７６－３０５７　ＦＡＸ ：０４３－２７６－１３００
　　　　　　　メール：kemigawainage.URU@city.chiba.lg.jp
事務所ホームページ　：https://www.city.chiba.jp/toshi/toshi/shigaichi/kemigawainage/

事業計画（第９回変更）縦覧時のご質問等について
　事業計画変更の縦覧を 行った際に様々なご質問等があったため、一部ご紹介させていただきます。
　
　Ａ；地元連合町内会等から１５０名規模の集会・催事の開催が可能で、住民だれもが利用できるスペースを持った施設等
　　  の設置のご要望をいただいております。今後は、地元の皆様のご意見等を踏まえながら民間活力の導入等について検討
　　  を行ってまいります。
　
　Ａ；事業計画（第８回変更）では事業期間を令和２０年度までとしておりましたが、既に事業の進捗が大幅に遅れているこ
　　  とから、今後の見通しについて改めて精査したところ、このまま事業を進めた場合、事業完了は令和３４年度になると
　　  想定いたしました。
　　  そこで、事業の早期完成のために土地利用計画等の見直しを行った結果が今回の事業計画（第９回変更）であり、この
　　  変更によって事業期間が約８年短縮され、令和２６年度の事業完了が見込まれることとなったものです。
　
　Ａ；物価上昇等の影響で工事費等の単価が上昇していることや、移転不要としていた建物が移転を要することとなったこと
　　  等による事業費の増加が主な要因です。　
　
　Ａ；無線送信所周辺の整備を進めながら、地区北側の整備を進める予定です。無線送信所周辺の整備が完了した後、近隣 
　　  公園予定地の整備を行い、その後、利便施設用地周辺の整備を行う予定です。

※ 整備時期や整備範囲は予定であり関係者との調整結果により変更となる場合があります。
※ 工事期間中何かとご不便をおかけするかと存じますが、ご理解ご協力をお願いします。

　無線送信所周辺整備を行うため仮置きしてある建設発生土を調査した結果、一部で健康に影響を及ぼさないよう定められ
ている基準値を超える鉛が検出されたため、この土壌の処理手続きに時間を要しています。
　※一部の土壌から基準値を超える鉛が検出されましたが、 でした。また、
　　 でした。
　現在、基準値を超える土壌の範囲等を確認する調査を進めているため、仮換地変更（案）の説明が遅れています。基準値を超
える土壌の範囲等が確認でき次第、 仮換地変更（案）の個別説明を行いたいと考えております。関係者の
皆様には仮換地変更（案）の説明が遅れていることをお詫び申し上げます。
　なお、基準値を超える土壌は全て適正に撤去いたします。

土壌調査の実施と仮換地変更（案）の説明の遅れについて


